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（別紙１） 

 
令和４年度～令和６年度 社会福祉法人心育会 社会福祉充実計画 

 
１．基本的事項 
 

法人名 社会福祉法人心育会 法人番号 5120905003320 

法人代表者氏名 理事長  鵜飼 郁子 

法人の主たる所在地 大阪府池田市城南２丁目４番 20 号 

連絡先 ０７２－７５１－６８３０ 

地域住民その他の関係

者への意見聴取年月日 
非該当 

公認会計士、税理士等

の意見聴取年月日 
令和６年５月３０日 

評議員会の承認年月日 令和６（2024）年６月 19日 

会計年度別の社会福祉

充実残額の推移 

（単位：千円） 

残額総額 

（令和３年

度末現在） 

１か年度目 

（令和４年

度末現在） 

２か年度目 

（令和５年

度末現在） 

３か年度目 

（令和６年

度末現在） 

４か年度目 

（令和７年

度末現在） 

５か年度目 

（令和８年

度末現在） 

合計 

社会福祉

充実事業

未充当額 

44,060 
千円 

44,060 

千円 

11,673 

千円 
0 － －  

 

0 

 

 うち社会福祉充実

事業費（単位：千円） 
 0 

32,387 

千円 

11,673 

千円 
－ － 

44,060 

千円 
 

本計画の対象期間 令和４年１１月１日～令和７年３月３１日 

 
２．事業計画 

実施時

期 
事業名 事業種別 

既存・新

規の別 
事業概要 

施設

整備

の有

無 

事業費 

 

トイレ・手洗

い 等改 修事

業 

社会福祉事業 既存 

① 和式便器の使用ができない園児が増

えていること、暗い手洗い場など、施

設利用者へのサービスの向上を図る

ため、トイレ・手洗い場等改修を行う。 

有 
33,000 

千円 
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小計 
33,000 

千円 

  

 

 

子どもの健

康、外あそび

推進事業 

 

 

 

 

社会福祉事業 
既存 

② 現在大型遊具がなく、職員が運動用具

を出して運動能力を高めるようにし

ているが、毎日の外あそび、4 つの運

動系スキルを身につけるためには、固

定の運動用具が必要であるため、これ

らの新たな運動能力を身につけるこ

とのできる大型遊具を設置する。 

有 

 

13,959 

千円 

小計 
13,959 

千円 

合    計 
46,959 

千円, 

※ 欄が不足する場合は適宜追加すること。 

３．社会福祉充実残額の使途に関する検討結果 
 

検討順 検討結果 

① 社会福祉事業及び公益事

業（小規模事業） 
 社会福祉事業 

② 地域公益事業 ①を実施する結果、残額が生じないため実施しない。 

③ ①及び②以外の公益事業 ①を実施する結果、残額が生じないため実施しない。 

 
 
４．資金計画 
 

事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 合計 

 

計画の実施期間に

おける事業合計 
0 

33,000 

千円 

13,959 

千円 
－ － 

46,959 

千円 

財
源
構
成 

社会福祉充実

残額 
0 

32,387 

千円 

11,673, 

千円 
－ － 

44,060, 

千円 

補助金       

借入金       

事業収益       

その他  
613 

千円 

2,286 

千円 
  

2,899 

千円 

 本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「資金計画」を作成すること。 
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５． 事業の詳細 

事業名 
① トイレ・手洗い場等改修事業 

② 子どもの健康、外あそび推進事業 

主な対象者 園児、保護者、子育て支援活動に参加される地域住民と職員 来客 業者など 

想定される対象者数 
① 延べ 1,500 人／年 

② 延べ 28,000 人／年 

事業の実施地域 ① ② 施設内 

事業の実施時期 
① 令和５年１１月３日～令和６年３月１1日 

② 令和６年６月２５日～令和６年７月３１日 

事業内容  

① ＜トイレ・手洗い場等改修事業＞ 

給排水衛生設備等については、1977 年園舎建設当時の設備のまま更

新されておらず現在の行動様式や衛生基準にあわないものとなってお

り、トイレ・手洗い場の改修が公設民営化を受けた時からの課題であ

った。 

これらの問題を解決するため、衛生的で安全に過ごせる環境を整備

し,子どもたちの生活環境の向上に役立てるため、改修工事を実施す

る。 

１トイレ 

〇便器 

和式便器は、トイレトレーニングが進まないため、園内の和式便器を

洋式便器に取り替える。また、１Ｆには幼児用小便器がないため、１F

に幼児用小便器を設置する。併せて、大人用和式便器も洋式便器に取

り替える。 

〇目隠し壁・ドア 

３歳児以上が使用するトイレには扉がなく、便器と便器の間を、高い

仕切りで区切られているだけで、プライバシーが守られないため、目

隠し壁やドアを設置する。 

〇マルチシンク・子ども用手洗いボウル 

子どもが自分で手洗いしやすい高さと水栓の手洗いボウルに替える。 

〇床の張り替え 

トイレの床を、感染症対策で、湿式から乾式に替える。 

〇照明器具 

建物の構造上、トイレの窓から陽の光が差し込みにくい。電気代につ

いては 50％節電でき、照度もあがるため、LED にし、明るく安心し
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て使用できるようにする。 

〇汚物流し 

汚物流しの周りに事故防止のための柵を取付け、子どもが自由に出入

りできないように、また子どもが頻繁に出入りしないトイレ内に 1 台

設置する。衛生面と安全面を考慮し、トイレの入り口にも扉をつける。 

２手洗い場 

〇手洗いシンク 

１、２歳児が自分で手洗いができるように、子どもに合ったサイズの

シンクに取り替え、衛生面も考え、自動水栓に替える。 

〇タオル等洗い用シンク 

手洗い場は、人の出入りが多いが、空間が非常に狭い。子どもが行き

来しやすく、子どもの手洗い援助のために、保育士が側につく空間を

確保するため、シンクを小さなサイズのものに取り替える。 

〇照明器具 

建物の構造上、窓が無く薄暗いため、蛍光灯より２倍以上明るく、50％

節電できる LED に取り替える。 

 

② ＜子どもの健康、外あそび推進事業＞ 

園庭の固定遊具を撤去後、しばらく何もおかず園庭を広く使えるよう

にしていたが、ライフコーダ、体力測定などから、園児の十分な運動

あそびができていないことがわかった。 

また、毎日４つの運動系スキルを使って外あそびをすることが、体力

向上や危険回避能力などを身につけるのには重要である。 

これらのことから、４つの運動系スキルが身につく固定遊具と設置し、

安全領域には、安全ゴムチップを敷き、安全に遊ぶことができるよう

にする。 

事業の実施スケジュール 

1か年度目 ① 業者選定、業者との打ち合わせ。（2022 年 5 月） 

2 か年度目 

➀ 令和５年度臨時理事会および評議員会開催、契約締結（10 月 12

日）。工事開始～完了（11 月 23 日～翌 3月 11日）、完了届、請求

書、支払い、領収書受取り、供用開始。 

② 業者選定、業者との打ち合わせ。 

3 か年度目 
➁ 令和６年度予算理事会および評議員会開催、契約締結。工事開始

～完了、完了届、請求書、支払い、領収書受取、供用開始。 
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4か年度目 － 

5か年度目 － 

事業費積算 

（概算） 

① ＜トイレ・手洗い場等改修工事＞ 

内装工事           14,079,000 円 

設備工事           12,487,000 円 

諸経費             4,509,000 円 

値引き             －1,075,000 円 

小   計           30,000,000 円 

消費税                  3,000,000 円 

合   計               33,000,000 円 

 

 

 

② ＜子どもの健康、外あそび推進事業＞ 

プレイコミュニケーション 05   9,090,000 円 

搬入費               250,000 円 

組立費               63,000 円 

基礎工事費           1,560,000 円 

ゴムチップ舗装安全領域     3,600,000 円 

出精値引き          —1,873,000 円 

小   計           12,690,000 円 

消費税              1,269,000 円 

 合   計          13,959,000 円 

合計 46,959 千円（うち社会福祉充実残額充当額 44,060 千円） 

地域協議会等の意見と 

その反映状況 

該当なし 

 

 

 

※  本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「事業の詳細」を作成

すること。 
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６．社会福祉充実残額の全額を活用しない又は計画の実施期間が５か年度を超える理由 
 

該当なし 

 

 

 

 

 

 
 
                                          
 
 
 
 
 


